
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                                       

 

 

 

 

 

 

 

3 月、いろんな意味でたびだちの季節です。進学・就職、ガラッと変わる環境へ飛び込む準備、着々と

進んでますか? 春先は気候が不安定、花粉も本格化しています。体調管理はしっかりお願いしますね。 

今年は申（さる）年、軽快な身のこなしでどこにでもさっと移動、を心がけたいと思います。本年も変

わることなく、よろしくお願いします 
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猛威を振るったインフルエンザもようやく沈静化しました。毎年のことですが、その

勢いとどまるところを知らずといった感じでしたね。また、1 日はものすごい春一番

が吹き荒れましたね。一方、2 日には福井県小浜市（若狭神宮寺）で「お水送り」の

神事が厳かにとり行われました。鵜の瀬（うのせ）で護摩を焚いた後、お香水（こう

ずい）が遠敷川（おにゅうがわ）へ注がれ、このお香水が 10 日かかって東大寺二月

堂の「若狭井」に届くとされています。近畿に春を告げる「お水取り」も目の前、気

温が不安定で体調管理が難しいですが、こまめに上着を脱ぎ着して過ごしましょう。 

寒暖の差が大きく、体調管理に苦労した 3月が過ぎ、穏やかな 4月を迎えました。せ

っかく満開を迎えた桜の花が、月曜日（4 日）の雨で散ってしまうのでは？と心配さ

れましたが、大丈夫でした。今日もそこかしこの花の下で歓声が上がっています。ゆ

っくりと花を眺めることができるのは何年ぶりかなあ。日本は四季の移ろいが特徴で

すので、気温や気圧の変化による体調の変調に悩まされることが多いようです。しか

し、うつくしい景色に出会いますと、しみじみとした情感に浸ることができます。進

学、就職それぞれの門出、しっかり歩んでいきましょう。 

月を迎えました。毎年のことですが、1 月、2 月と寒い季節を耐え、さあこれから暖

かくなるなあという雰囲気ですが、実は、気温はゆっくりと上がっていくのではなく、

厳しい寒暖の差を経ながら「そういえば春」という感じになっていくんですね。今日

は 3月11日、東日本大震災から 5年です。個人の防災対策を見直し、原子力の問題

を改めて考える日ですね。今年の桜の開花予想は 23 日〜25 日。縮んでいたこころ

を、そろそろ開放してゆきましょう。 

【ニュース】 

１．診療日の変更をお知らせします。 

今月の診療日の変更はありません。 

 

２．骨そしょう症の検査の日程 

 3 月は 20 日（火曜日）、５月は１５日（火

曜日）いずれも午前です。前回の検査から 4

ヶ月、間が空いていれば再度受ける事が出来

ます。ふるってお申し込み下さい。 

て茶禅一味の作法がつくられ、珠光の養子、宗珠に学ぶのが武具豪の商、武野紹鴎(じょうおう)です。諸大名と取引の

多かった紹鴎は、茶湯に「わび」「さび」という歌道の理念を入れ、四畳半の茶室を完成します。千利休(1522〜91

年)は紹鴎の弟子です。利休は茶道の祖として有名ですが、堺の納屋衆であり、宗匠として大成したのは、その有する

富力によるところが大であった、といわれています。当時の茶人は、ほとんど例外なしに豪商です。堺の繁栄ととも

に堺商人も着実に成長し、富を蓄積します。当初の茶湯は、催しが終ったあと、必ず書院で馳走する風習もあります。

また茶会が近畿だけでなく西国・九州の商人も集めて年に 20回〜30回と開かれていることを考えますと、商取引き

を目的としていることも十分に推察されます。天正以前の茶碗の大部分は中国の天目であり、茶会は豪奢でした。日

本の茶碗が表われるのは、文禄・慶長の役以後、朝鮮の陶工の渡来によって、陶芸技術が進歩してからです。また「わ

び」の風潮のなかで唐物茶碗が高麗茶碗にかわり、更に利休の指導で焼かれた長次郎の「楽焼」が有名です。利休は

わびに徹した簡素な茶湯を大成し、市民に茶の湯をひろげるわけですが、他方その目利きによって、茶器を結構高く

売りつける、堺商人の面目が十分に表われています。茶湯は、富裕な堺に始まったわけですが、その後、日本人の心

に深く浸透しています。今日の茶湯が、私たちの生活にどう反映されているかも考えたいものです。 

2 月 27 日（火曜日）は堺の南宗寺で利休忌が営まれました。竹山市長も

ご出席されました。茶は日本人にとって、もっとも親しい飲物であり、茶の

湯も作法と「寄合い」という心の道につながります。茶はもともと解毒・興

奮利尿剤であり薬草です。奈良時代に、中国から薬用として渡来します。芸

事としての茶湯の形式は、鎌倉時代に禅寺の日常茶飯の様式に基いたもので

あり、室町初期に完成します。その後、村田珠光(1423〜1502 年)によっ

て茶禅一味の作法がつくられ、珠光の養子である宗珠に学ぶのが武具の豪商

である武野紹鴎(じょうおう)です。諸大名と取引の多かった紹鴎は、茶湯

に「わび」「さび」という歌道の理念を入れ、四畳半の茶室を完成

します。みる理想の人物表現 HUMAN —ヒューマン—」です。大観の「無

我」は、新進気鋭の頃に書いた意欲的な作品で、素朴な表情の中にひとのか

なしみ・よろこびという真逆の感情がそこに表現されていました（あくまで

私の主観です）。この 180度異なる感情を、一見無表情にみえるこどものか

おに表現されていることに感動し、しばらく佇んでしまいました。書や画は、

歳月を経て改めてみてみると、全く違った印象で受けとめられますね。大観

堂には、中国古代における想像上の神山である「蓬莱山」がありました。東

方の彼方にあり、仙人が不老不死の薬をつくり、宮殿は金玉の贅が尽くされ、

神仙思想の原型となっていますが、徐福伝説（秦の始皇帝が不老不死の薬を

もってくるように命じたお話です）と相俟って、興味深かったです。グで 14

年連続日本一（2003～2016）に選ばれ、海外でも高い評価を得ています。

【ミタクリ歳時記 利休忌によせて】 

３．川柳コーナー 時事通信ですね 

ヘリコプター 墜ちても国は手も出せず 

情けないやら 腹が立つやら 
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うん？」 

その時はどっちもおもしろいなと思って聞いていま

したが、最近娘とカラオケにいって衝撃的な歌を聞き

ました。 

曲名“トリセツ”・・♪この度は こんな私を選んで

くれてどうもありがとう ご使用の前にこの取扱説明

書をよく読んで ずっと正しく優しく扱ってね 一点

物につき返品交換は受け付けません ご了承ください 

「急に不機嫌になることがあります」「定期的に誉め

ると長持ちします」「爪がキレイとか 小さな変化にも

気づいてあげましょう」「でも太ったとか 余計なこと

は気付かなくていい」「ずっと大切にしてね 永久保証

の私だから」・・♪ 

こんな歌詞ですよ！！自分の取扱説明書を可愛らし

いアイドルが歌っています・・これですよ！これ！昔

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=lTerq7F/&id=8B5955FA89A189DDBAA66011735196CACB39F1D4&q=tubomi%e6%a1%9c&simid=608029523563905453&selectedIndex=2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【欣子先生の診察便り】 

度室温を測ってみてくださいね。 

 

さて、先日、高野山に行ってきました。小学校の林間学校以来です。近年インバウンド（外国人の

旅行者）が多く訪れていると聞いてたので、混雑していることを覚悟のうえで日曜日に行ったのです

が・・橋本（高野下）から先が台風で寸断されているとのことで橋本駅からバスで 1 時間かけて大門

南へ移送、そこからバスの乗り換えと不便になっていることが響いているのでしょうか、町はさびし

い状態でした。しかし、雪が残り、凛とした空気の中で鳥の声が聞こえる素敵な休日を楽しんできま

した。お店で目に付いたのがお線香。そうそう、堺のお線香がたくさん売っていました。堺は中世、

漢方生薬とともに白檀や沈香といった香りのよい材料が水揚げされて線香製造がさかんになったの

でしたね。高野山はこれだけの宗教都市ですから線香は大量に堺から運ばれたのでしょう。 

さあ、どんなルートを通って？ 

海路で紀の川を上がってきたのかな？1 月号のミタクリ通信で書いた竹ノ内街道から高野街道を経

て陸路で来たのかな？古（いにしえ）の人々の生活を想像するのが好きです。ご存知の方、ぜひ教え

てくださいね。あ、三谷先生へのお土産は“般若（はんにゃ）湯”と弘法大師の“千枚通”です。い

ずれも高野山での“医療“です。これは私が解説するより三谷先生、お願いしますね！  

 

やっと暖かくなってきましたね。花粉症やめまいの患者さんがぼ

ちぼちこられたら春だなあと感じます。ことしはインフルエンザも

大流行でしたがミタクリでの密かな流行は・・しもやけが例年以上

に多く、なかには手先のチアノーゼ、凍瘡まで。例年にない寒さだ

ったような気がします。寒さに伴う病気はいろいろありますが命を

奪うのが低体温症です。雪山で遭難して・・という極端なイメージ

しかないかもしれませんが、実は冬場の家での低体温症での死亡は

熱中症の 1.5 倍あるそうです。大阪では考えたこともなかったの

ですが今年の冬のような寒さがこれからも続くようなら本気で対

応しないといけないかもです。認知症や糖尿病性神経障害で温度が

わからないとかがハイリスクですが、電気代を節約しないと生活で

きないという切実な方は是非診察室で相談してください。経済的な

ことも医療の一部ですから地域のネットワークを駆使して対策を

考えます。室温を 20 度以上にする必要があるとのことですから一

度室温を測ってみてくださいね。経済的なことも。認知症や糖尿病性

神経障害で温度がわからないとかがハイリスクですが、電気代を節約しない

と生活できないという切実な方は是非診察室で相談してください。お酒の好

きな方、1日飲めばそのあと最低 2日間は飲まない、が原則ですが、これが

できてない方、さらに夕食の時間が 8時を回る方、このいずれかに当てはま

る方は「胆石の有無」をチェックしましょう。腹部エコー検査で簡単にでき

ます。現在、金曜日の 9時～10時を定期の検査時間にしていますが、4月以

降は、朝食抜きで来られたら、いつでも胆石をチェックするようにしていま

す。次に、食事のスピードの速い方も気をつける必要がありますね。食生活

のことは、理屈では分かっていてもなかなか実行できないようです。胆石が

あると分かっているのといないのとでは、いざというときの対策が大きく変

わってきます。つぎに、日常の生活を見直してみましょう。特に「自分は丈

夫、何でもまかせとき！」という方へ・・1 日に複数の予定をつめこんでい

ませんか？手帳の予定がびっしり埋まってませんか？遠距離をものともせ

ず、日本（あるいは世界）を飛び回ってませんか？床に就く時間が 12 時を

回ってませんか？漢方の五臓の考え方でも、「過労は「肝」を傷（やぶ）り」

とあり、徐々に身体をむしばんでいきます。こういった生活をしていると、

自覚症状が出にくくなっています。私の場合、昨年一年間で 9kg体重を落と

したので、臓器の癒着が改善して腹腔鏡の手術ができました。もっとも、術

後も脂抜きの食事とノンアルコールの生活でさらに 3～4kg 減ってます。で

も、思ったよりも色んなものが食べれます。私も！と思われる方、中西栄養

士に一度御相談ください。「えっ、もうないの？なんぼでも食べれるんやけ

ど・・」猛反省です。そう、身体のサインに耳を傾けないとえらいことにな

ってしまうという教訓です。「すぐしんどくなるのもつらいよ」の声が聞こ

えます。いわゆる虚証の方が良くおっしゃいますね。でも、短期間で「疲れ

知らず」が「すぐしんどくなる」に変化したことは、大きな学びとなりまし

た。さあ、食生活、日常の生活のチェックが終わったら、血液検査・画像検
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診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

巽 

米本 

三谷 巽／三谷 巽 巽／三谷 三谷 

午  後

（14:00-16:00） 

巽（予約） 

米本（訪問診療） 

巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  巽（訪問診療） 巽（予約） 

三谷（訪問診療） 

 

夜 診

（16:30-18:30） 

 三谷 三谷  三谷  

 


